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始　末　書

　このたびは、社用車（営業車）の事故の件で大変なご迷惑をおかけし、誠に申し訳ございませんでした。

平成◯年◯月◯日午後２時過ぎ、○○町○丁目のごく狭い道路上で、対向車とすれ違う際に車の左後方を電柱に擦り、社用車のボディーの一部を損傷してしまいました。
　〇〇市内の取引先に向かう途中、渋滞を避けて入った初めての道で、取引先との約束の時間が迫っていた上に、後続車がいたこともあり、焦って慎重さを欠いてしまい起こした事故です。本当に申し訳ございませんでした。

　損傷部分の修理については、総務部に手配等をお願いしておりますが、今後はこうした事故を再び起こすことが無いよう、平素から安全運転および周辺の安全確認を怠らぬようにしたいと存じます。二度とこのようなことのないよう誓約する証しとして本書を提出致します。

ご迷惑をおかけし、まことに申し訳ございませんでした。 
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